


























ボックスに速やかに搬入･処理し, CDC Anaerobe Blood Agarに接種, 37℃で1週間嫌気培養した｡計数可
能な100個以下のコロニーが生育した寒天平板を基に全コロニーを分離し,そこからDNAを抽出し, 16S























搬入･処理し, CDC Anaerobe Blood Agarに接種, 37℃で1週間嫌気培養した｡計数可能な100個以下のコ
ロニーが生育した寒天平板を基に全コロニーを分離し,そこからDNAを抽出し, 16S rRNA PCR-Sequence





2 )ブラケット装着歯と天然歯ではActinomyces属, Streptococcus属, Veillonella属が優勢であったが,バン
ド装着歯ではActinomyces属が減少していた0　3)ブラケット装着歯では他の2つの場合ではば検出されない
Eubacterium属, Porphyy10mOnaS属などの歯周炎関連菌が検出された.これらの結果から,ブラケット装着歯
ではブラケットの存在によって歯周炎誘発能が高まる可能性が考えられた｡一方,バンド装着歯では,歯周炎
関連菌は見られなかったが,酸産生菌の割合がやや高いことからう蝕誘発能が高まる可能性が考えられた｡
これらの研究成果は,矯正歯科治療を行う上で重要とされる口腔衛生管理において有用な情報を提供するも
のと考えられる｡従って,本論文は歯学および歯科臨床の発展に大いに貢献する業績であり,博士(歯学)の
学位授与に値するものと判断する｡
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